
Browning夫妻が互に捧げ合った

愛の言葉

渡 邊 清 子

英文学史上 RobertBrowning(1812-1889)とElizabethBarrettBrowning

(1806-61)夫妻程,文字通りに霊肉一致の深い愛情を,生涯かけて死に至る

まで持ち続け,燃やし,歌い続けた詩人達の類を見ないと言っても過言ではあ

るまい｡この小論文に於いて詩人夫妻の熱烈な愛の体験を2人が交した手紙や

詩によってたどってみたい｡

Browningは1833年,21歳の時にPaulzlneを手初めとし,1835年にPwacel-

susを,1837年にStraNoTdを,1840年にSordelloを,その翌年には詩集BelLs

andPmegTaわaEes(｢鈴と柘将｣)No.Ⅰを,その次の年にそのNo.ⅡとNo.Ⅲを,43

年にNo.ⅣとNo.Ⅴ ,44年にNo.Ⅵ,45年にはNo.Ⅶ,46年にNo.Ⅶという風に実に

精力的に作品を出版しつづけた｡｢鈴と柘棺｣という8冊の小冊子には後世に

名を残す優れた短詩が多く収められているが.それ以前の劇詩には登場人物の

心理描写に重点が置かれ,事件や行動の劇的発展や展開に乏しかったため,実

際に上演するのは殆んど不可能で不評に終った｡その上,当詩人として令名を馳

せていたテニソンのような流麗柔軟な言葉使いと対照的に,哲学的な人生観を

折り込んだ難解な表現を駆使し,冗漫に陥る欠点をもっていた｡それで彼の詩

は余り読まれず,評判もよくなかった｡しかし落胆して1844年の末にイタリア

から帰って来た彼は.既に多くの著作をなし,文壇にその名を知られていた

MissBarrettのPoems(1844)を読み大いに力づけられた.彼女はもう彼の詩

集を熟知していたと見え,`̀LadyGeraldine'sCourtship"(St･ⅩLI,11･163-4)

5



という詩の中で彼女はBrowningをテニソンやワーヅワス等一流の詩人達と同

等に並べ,彼の詩をまく理解し,賞賛していたからである｡彼自身も既に

JohnKenyonを通してMissBarrettの詩を以前から愛読していたので深い感

動をおぼえたのは当然であろう｡彼は友人Kenyonのすすめに従い,1845年1

月10日に初めてBarrett嬢に熱烈な感謝と感激の手紙を書き送った｡このこと

が二人の優れた詩人達を永遠に結ぶ,目に見えない鎖となったのである｡

Browningは"Iloveyourverseswithallmyheart,dearMissBarrett-

andthis.isnooff-handcomplimentaryletterthatIshallwrite,-"という名

文句で書きはじめ,終りの方で"Ido,aslsay,lovethesebookswithallmy

heart-andiloveyoutoo"0 (I)と彼は実に大胆率直に彼の彼女に対する愛を

告白している｡それに対してMissBarrettから早速返事が来た｡TIthank

you,dearMr.Browning,fromthebottomofmyheart.Youmeanttogiveme

pleasurebyyourletter-andeveniftheobjecthadnotbeenanswered,I

oughtstilltothankyou."(2)手紙はかなり長い複雑な内容のものであったが,

彼女も又熱情を込めて彼の詩に対する愛と敬意を持ち続けることを述べて,吹

の如く手紙を結んでいる｡

",..IwillsaythatlwhileIlivetofollowthisdivineartofpoetry,in

proportiontomyloveforitandmydevotiontoit,Imustbeadevoutadmiト

erandstudentofyourworks.Thisisinmyhearttosaytoyou-andlsaylt.

And,fortherest,Iamproudtoremain

YourobligedandfaithfulI

ElizabethB.Barrett."(3)

2人の記念すべき愛の手紙の交換されたのはBrowningが32歳,Elizabeth

が38歳の時のことであ?′た｡その後繁く彼らの間に恋文の交換が行われ,一週

に2,3度逢うようになってからも結婚に至るまで続けられた｡その総数実に

600通にのぼるとV.EStackは証言している｡ (4)Browningは1845年2月26日

6



に彼女!こ次のような手紙を書いた｡"Realwan Spring,dearMissBarrett,

andthebirdsknowit;andinSpringIshallseeyou,･surelyseeyou-for

whendidioncefailtogetwhateverlhadsetmyheartupon?"(5)この強引と

も見える程のBarrett嬢との面会の願望は,.終に報いられ,彼が初めてかの有

名な50WimpoleSt.の彼女の病室を訪れることが許されたのは,その年の5

月20日のことであった｡

Elizabethは小柄ではあったが,15歳の時落馬して背椎を傷めるまで,人並

の健康な少女であった｡しかしそれ以来彼女は一生歩行が困難になり.部屋に

祭る病弱な身になってしまっていた.-その上1828年に母を亡くし,1840年の夏

に最愛なる弟に溺死されてからの彼女の悲歎は目に余るものがあった言彼女は

不眠症に悩まされ,半病人の状態になった.-しかし彼女を溺愛する父親や多く

の弟妹に優しくかしづかれ,徐々に少しずつ元気を回復し1844年には2巻の

Poemsを刊行する程になっていたのであった｡それでもBrowhingはこの閲秀

詩人に初めて会った時,彼女の健康状態をみて,とっさにある決意をした｡そ

の事情をGriffinとMinchinは次のように伝えている."Though hesup-

po亨ed,whenfirsthesawher,thatshewould-neverbeablesomuchasto

standuponherfeetbeforehim,hedeterminedtodevotehislifetohers.The

letterwhichhewroteaftertheirfirstmeeting- theonlyoneafterwardsdes-

troyed- wasvirtuallytheconfessionofalovewhichMissBarrettdidnot

thenbelievethatitcouldberightforhertoaccept."(6)つまり彼は病弱な彼

女のため生涯の伴侶となろうと決心し,彼女に熱情あふれる結婚の申し込みの

手紙を送ったのだった｡ (7)しかしElizabethはそれを受け入れる程の身の上知

らずではなかった｡Browningより6つ年長の39歳で,もはや彼女は自他共に

朽ち果てるのを待つばかり,と信じられていたので,正に天から降ろて湧いた

ような話であった｡元気旺盛な前途洋々たる天才詩人にとって彼女は重荷にこ

そなれ,何の役にも立たないことは火をみるより明らかであった｡彼女はその

翌夕,彼に次のような驚きと悲しみの文を送った. I
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"Iintendedtowritetoyoulastnightandthismorning,andcouldnot,-

youdonotknowwhatpalmyougivemeinspeakingsowildy.-.Youhave

saidsomeintemperatethings..fancies,-whichyouwillnotsayover

again,."andwhich(so)Willdieoutbetweenyouandmealone,likeamisprint

betweenyouandtheprinter."(8)彼女はBrowningが一時の激情にかられて書

いた手紙として,その申し込みを破棄してほしいと願う｡しかしこの事があっ

てから一層二人の友情は深ま･り逢瀬も繁くなって行った｡赤い灯を点ぜられた

Elizabethの灰色の世界は日増しに明るさを取り戻し,彼女は勇気づけられる

まゝに,7月頃には少しずつ歩行する練習も出来,馬車に乗って外出すること

も可能になって来た｡10月2日の手紙をBrowningは"ILetmekissyour

hand-dearest!Myheartandlife- allisyours,andforever- Godmake

youhappyaslamthroughyou- Blessyou.'"(9)という高貴な純愛の言葉で

終っている｡Elizabethは彼の愛の言葉に触れる毎に,少女のように有頂天に

なったが,その度に彼女はそれを受けるにふさわしくない,と自らを厳しく省

みて苦悩するが,ずるずると惹かれて行く｡例えば彼女は色々な点で彼に対し

自己卑下に陥るが,Wardによれば彼と彼女の知的教養の深さにおいては,あ

まり差がない程に,彼女はギリシャ･ラテン･イタリア語,フランス語,英語

の古典に精通していた｡それで互にそれらの詩行を引用しながら対等に語り

合ったということである｡㈹それでも彼女がBrowningの結婚の申し込みに応

じるまで計り知れぬ心情の屈折に悩まされたことは,次にあげる彼女のson-

net集によって明らかにされる｡

二人が結婚してから後の1847年のある春の朝,恥じらいながら夫人は夫のポ

ケットの中に結婚前に彼女が書き溜めていたsonnet44篇を突っ込んで逃げ

去ったという｡夫はそれをみて,シェイクスピア以来の優れた作品集だと激賞

し,その公表をすゝめた｡それが現在我らがみる有名な ｢ポルトガル語からの

ソネット集｣(sonnebFrommcPorEugzLCSe)81)である｡彼女はこの詩集の中で
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Browningと相知ってから愛の逃避行決行までの苦悩,歓喜,逸巡,熟慮,心

の乱れ等を率直に告白記録している｡しかしその主なるテーマは一貫して ｢死

よりの復活｣というので,Robertの求愛に答えるものである｡この詩集には

感傷に流される点が多々あるが,古典的な高い知性と繊細な感性に充ちたもの

として文壇に高く評価されている｡

以上にのべた詩集の中で特に有名なものに焦点を絞り,作者のRobertに対

する愛の調べに耳を傾けてみよう｡第-の詩はRobertの求愛により目覚めた

希望を暗示している｡病弱な身をかこち,死の恐怖におのゝく彼女の背後に忍

び寄る神秘な影があって,あなたを捉えているのは ｢死｣でなく ｢愛｣だと銀

鈴の声が告げてくれたと彼女はいう｡"‥.amysticShapedidmove/Behind

me,anddrewmebackwardbythe.hair,/Andavoicesaidinmasterywhile

Istrove,‥/ G̀uess血owwllOholdsthee?I- D̀eath,'Isaid.But,there,/

The-silveranswerrang..̀NotDeath,butLove.'(Noll)つまりその銀鈴の声

こそはRobertの力強い励ましの声に外ならない｡No.2-4の詩は二人の身分

上の格差への迭巡,5と6では彼の愛を拒みつつもそれを受けたい希望を,7

では死の測に落ち込もうとしていた自分は救世主の如き彼の愛により引きあげ

られ,世界が一変してしまった喜びを述べている｡"Thef早ceOfallthe

worldischanged"と｡かの有名なNo.14の詩では彼女の虚弱さ故に彼女を憐れ

み愛すことのなきように,｢愛故にのみ愛して下さい｡｣と愛の本質に迫る｡("

Ifthoumustloveme,letitbefornought/Exceptforlove'ssakeonly.")16番目の

詩では今までのようにRobertを愛しつつも避けようとするのを止めて,積極

的に彼の愛によって自らを高めて行きたいと謙虚になる｡("Hereendsmy

strife.Ifthouinvitemeforth,/Ⅰriseaboveabasementattheword./Makethylove

largertoenlargemyworth.")そして彼の愛により死から生へと担った彼女は,

愛の印として髪の毛-ふさを彼にのみ与えるという｡いかにも女性らしい彼女

の一面を覗き見る気がする｡("Inevergavealockofhairaway/Toaman,
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Dearest,exceptthistothee."No.18.)詩篇20と21により彼女はもしRobertの愛が

なかったら,春の訪れを見なかったであろうと感謝を述べ,22番で愛の賛歌を

歌いあげている｡それからRobertに対する絶対の信頼の情を"Ⅰleanupon

thee,Dear,withoutalarm,/Andfeelassafeasguardedbyacharm /

Againstthestabofworldlings,"(No.24)とのべる｡つまり彼と共にあれば,

神と共にある如く2人にはいかなる世間の災いも,及ぶことはないと安らぎを

おぼえている｡彼女は折に触れRobertとの出合いの重大さを思い (詩20),彼

からの愛にみちた便りのことを回想し (詩26)感無量になったりしたが,詩35

の場合のようにやさしい彼女も,熱烈にRobertの愛を確めようとする次のよ

うな詩も書いた｡｢もし私があなたのために凡てを棄てるなら,あなたはその

代りに私の凡てになって下さいますか｣と｡("Iflleaveallforthee,wiltthou

exchange/Andbealltome?")ともあれ夫人はRobertから貰った溢れるばか

りの愛の言葉に感謝を捧げ,幸いを詩集の終りまで綴り続けたが,43番の詩に

は特に ｢死んで後までもなおあなたを一層愛し続けます｡｣と限りなき愛の言

葉を高らかに献じているO("Ishallbutlovetheebetterafterdeath")と｡

この詩集にあらわれているようにElizabethがRobertとの文通に夢中にな

り,彼の来訪が繁くなるのをみて,心良く思わなかったのは彼女の父親であっ

た｡･早く母親を亡くし,11人の弟妹の頭である詩人Elizabethは父に取っては

掌中の玉であり,誇りであった｡厳格で独断的で専横な父親は子供達の結婚を

許さなかった｡まして■や半病人の娘は自分の膝下に置いて,看病するのが義務

だと心得ていた父親は,その結婚を許す筈がなかった｡しかしBrowningは彼

女をイタリーに転地させねば健康の回復はないと確信し,硬女の体力の限界に

望みを托し,結婚して新天地を求めることを彼女にすゝめた｡Elizabethも彼

の申し出を受諾し,父の猛反対にもめげず,2人は密かに1846年9月に教会で

結婚した｡時にRobertは34歳Elizabethは40歳であった｡それから1週間後,

彼女は女中と愛犬Flushを連れて夫と共にフランスを経由,イタリアのPisa

へと逃避を決行した｡このことが当時の文壇の大話題になったことはいうまで
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もない｡1847年4月にFlorenceのCasaGuidiに彼らは居を移した｡そこで

奇蹟的に2年後の3月に夫人は玉のような男の子を出産した｡それから1861年

6月29日に夫人が夫の腕に抱かれて静かに息を引き取るまで,幸福な愛の巣が

ここで営まれたのであった｡

結婚を前後にして,夫妻が揃って次々と精力的に作品を公にしたことは良く

知られている｡Robertは1845年に ｢鈴と柘招No.Ⅶ｣及び ｢劇的ロマンスと拝

情詩｣(DramDtZIcRomGnCeSandLyrzlcs)杏,翌年には ｢鈴と柘椙No.Ⅷ｣とLuTia

andASoul'sTragedyを出版した｡1850年にChrisEmas-EveandEaster-Day,

それから遅れて1855年に彼の名を不滅なものにしたMenandWomen(｢男と女｣)

Vol.Ⅰ及びVol.IIを世に問うた.Elizabethの方も1851年にCasaGuidiWin-

dows,APoemを出したo

Browningは夫人がAuroITaLel'ghを執筆中のところを伴って,イタリーから

ロンドンに1時帰国した｡彼はこの時,上記の ｢男と女｣に含まれる筈の50舌

の中の49篤を携え来り,残りの1創 まロンドンで書きあげた｡この詩集のエビ

ログとして愛妻へ"OneWordMore"と題される詩が献ぜられ,合計51篇と

なった｡Browningには優れた愛の詩が沢山あるが,この詩集に含まれている

以下3籍の詩,"MyStar",".ByTheFire-Side,"と"OneWordMore"は他

の詩と異なり,詩人自身が愛妻に対する個人的な愛情を,なまのままに正直に

披歴したものであるとの定評がある｡それで順を追ってこれ等3笛にもられた

愛の言葉をさぐってみたいと思う｡批評家によって異論はあるがE.Berdoe

等は"MyStar"はBrowningの妻に対する"tribute"っまり感謝と賛辞である

と証している.o勿以下がその詩である｡

MyStar

AllthatIknow

.Ofacertainstar

ls,itcanthrow
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(Liketheangledspar)

Nowadartofred,

Nowadartofblue;

Tillmyfriendshavesaid

Theywouldfainsee,too,

Mystarthatdartlestheredandtheblue!

Thenitstopslikeabird;likeaflower,hangsfurled:

TheymustsolacethemselveswiththeSaturnaboveit.

Whatmattertomeiftheirstarisaworld?

Minehasopeneditssoultome;thereforeIloveit.03)

Browningは空に輝く1つの星を要に例える｡私はその光沢ある宝玉石が暗に

は青い輝きを,時には赤い輝きを,投げることだけしかそれについて知らない｡

(青は清純な魂,赤は活き愛の象徴)だが自分の友人達は好奇心をもって,その

きらめく星をみたいという｡するとその星は小鳥の如く黙してとまり,1輪の花

の如くすぼんで垂れ下がってしまう,と書いている｡Browningが妻のこのいじ

らしい謙虚さと慎しみ深さとをいかにめで愛したことか｡妻の死後彼の書いた

壮大な長篇詩 ThRingAndTheBookの中でも彼女のことを"halfangeland

halfbird"叫と賢えていることからもそれが了解出来る｡r｢我が星｣が人々に

対しその輝きを見せず,面を背けるのであれば仕方がないから彼らは土星でも

眺めるより外はない｡彼らが自分達の土星が世界そのもののように素晴らしく

壮麗なものであると,誇ろうとも少しも羨ましくはない｡なぜなら我が星は私

に心を開いてくれたから,それ故に私はそれを愛す｡Jと詩人は胸を張って,

妻が自分に愛を傾けてくれていることを確信し,無上の幸福感に侵って,この

ように宣言するのである｡Browningはこの詩を通して,人の真の価値は愛す

る者によってのみ理解されるのだ,といっているのではあるまいか｡人から何

か1筆書いて欲しいと頼まれると,彼はよくこの詩を書いて与えた程,気に入っ

ていたといわれる｡
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拝情味あふれる B̀ytheFlre-Side"｢炉辺にて｣は細やかな夫婦愛について

の偽らざる詩人の告白で,妻に直接捧げた数少ない個人的な愛の詩の1つやあ

ると言っても差し支えない｡H.C.Duffinが指摘しているようにBrowningは

40歳になるまで愛を称える詩人の範噂に入っていなかったが,Elizabethを

知って誠の'lovepoet'となった,といえると思う｡Duffinは"BytheFire-

side"のことを "Iwillmakeboldtocallthegreatestlovepoeminthe

Englishlanguage"05)とはめすぎる程絶賛をおしまない｡此の詩は各連5行,

53連からなっている｡Duffinはこれをべ-ト-ベンのAminorstringquar-

tetsのように5つの部門に分けて説明しているが,筆者もそれに従って考察を

すすめて行きたい｡

第一部はⅠからⅥ連までで,この詩の語り手であるBrowningが今中老の境

にいて,静かに愛妻に話しかけているところから始まる｡これから先,長い冷

たい11月のような老年が訪れて来た時,一体彼は何をしているだろうかと未来

に想像を馳せる｡おそらく彼は妻と一緒に炉辺に腰を下ろし,冷たい横なぐり

に吹く風が鎧戸を叩く音を聞きながら,子供たちが遊びに抜け出してしまった

後,老齢にふさわしいギリシア語で書かれた"greatwisebook"に読み耽って

いるだろうと思う｡彼は本を読んでいる振りをしているが,いつの間にか遠い

追憶の世界に段々と吸い込まれて行く｡そのBrowningの様子をA.Hindは次

の様に説明する｡"Withhismindin'thisvagrantconditiononethingsug-

gestsanother,untilthereisawholenetworkofideasinterlacingeachother

liketheboughsoftrees,andheseemstobelookingdownalongavenueof

thoughtstothedistantvistaattheend.仕句そうすると彼は全く何の束縛も受け

ずに自由に若き日の,又はイタリーの,追憶に耽ることが出来るのであった｡

次の第二部はⅤⅠⅠ-ⅩⅩ連より成る｡ここから詩人は想像を駆使して,彼を

愛し,祝してくれたElizabethが彼の妻になる約束をしてくれた過去のことを

回想する｡しかしその時の実際の場所は,Londonの50WimpoleSt.であっ
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たが,彼はこの詩では別な所を設定している｡つまりそれは1853年9月に幼い
ヽ

独り息子を連れて,妻や友人達と共に,彼らが住んでいたFlorenceの近くに

あるPratoFioritoに遠足に行って見た素晴らしい感動的な場所であった｡川

彼が設定したこの愛のいとなみの場所を回想の中に振り込み,かつて妻と歩き

ながらみた青空を背景に馨り立つ白雪をいたづいたアルプスの岩壁を思い出

す｡その渓谷に沿って森の中を共に歩いた感激がよみがえる｡"Lookatthe

ruinedchapelagain,/Half-wayupintheAlpinegorge!"(ST.VII)o功と妻

に注意を促したり,薄暗い森が2人を取り囲み,すっぽり包み込んでしまった

所に立った時,2人は万象の中心に立っているような気持ちにさせられたりし

たことを思い出す｡(̀̀Aturn,andwestandintheheartsofthings;/Thewoodsare

roundus,heapedanddim;''ST.ⅤⅠⅠⅠ.)細い糸のようにしたたり落ちる流れ,黄

色く咲き揃った美しい山の花,足下にshowersの如く降ってくるいが栗,正

に11月の風物である｡礼拝堂や炭焼小屋 (charcoal-burners'huts),小鳥の噸り,

すべてが2人の歩いた昔のままである｡山や森や渓谷のたたずまいの細かい見

事な描写に読者は感心しながら引き込まれて行きそうになるが,ここで作者の

真昼の夢はさめる｡

第三部はⅩⅩⅠ-ⅩⅩⅩ連までである｡回想が破れて現実に引きもどされた詩

人は冒頭から

Myperfectwife,myLeonor,

Ohheart,myown,oheyes,minetoo,

WhomelsecouldIdarelookbackwardfor,

WithwhombesidesI10uldIdarepursue

Thepathgreyheadsabhor?(ST.XXI)

と,｢申し分なき我が妻｣に結婚期の彼の愛情を調べ高くうたう｡｢あなた以外

の誰と私は過去をなつかしみ,振り返ってみることが出来ようか｡老いたる者

達が避けようとする道を,あなた以外の誰と一緒に辿ろうか｣と.なぜなら若

き日に辿った道には花が咲き乱れ匂っていたが,もはや今は過去の青春はない
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からだ｡しかしBrowningは過去の追憶の中に思い残し,悔いることは何もな

い｡一番なつかしく思い続けているのは,愛妻のことである｡その愛妻が現実

に彼の目の前に妖精のように小さい手で広い額を支えて坐っている｡("Read･

ingbyfirelight,thatgreatbrow/Andthespirit-smallhandp一oppingit,)St.XXIII.

彼は全く感謝にたえない｡人は青春を花に例え,老年を荒野に例える｡しかし

彼には最高の愛妻が今なお与えられている｡その至福を思えば失なわれた青春

等はものの数ではない (St.XXV参照)と彼はいう｡A.Hindはこの連につき

次の如くコメントしている｡"Seldomhasanymanpaidtohiswifeahigher

complimentthan this--"09)更にBrowningは次のように2人が1体となって

過す幸を力強くうたう｡｢最苛別こ我々2人の魂が霧のように触れ合い,交り合っ

たのは深い意味のあることだったが,今は1つに溶け合い,吸収し合い,1体

となって流れ続けている｡どのような岩が阻もうと｡｣と｡

Myown,seewheretheyearsCOnduct!

Atfirst,'twassomethingourtwosouls

Shouldmixasmistsdo;eachissucked

lneachnow:on,thenewstreamrolls,

Whateverrocksobstruct. (St.XXVI)

次に詩人は雄大なimageを用いて,迫り来る老年の将来については,自信

をもって,夫人と共に1つになった2人の魂が,あつき心で神の恩寵を信じ,

神の健てたまいし御国に,霊体を与えられて入る日のあることに,希望と期待

を寄せている｡

Think,whenouronesoulunderstands

ThegreatWordwhickmakesallthingsnew,

Wheqearthbreaksupandheavenexpands,

Howwillthechangestrikemeandyou

lnthehousenotmadewithhands? (St.XXVII)

そして夫人が彼より1歩先に天上界の神秘を悟り,彼の魂を導いてくれるこ

15



とを期待する (St.XXVIII)｡それからSt.XXXに至ると彼は妻に,もう1度

一緒に最初の出だしに立ち帰り,新鮮な恋をもう一度繰返そうと妻に提言する｡

Comebackwithmetothefirstofall,

Letuslean andlらveitoveragain, (St.XXX)

すでに初老の坂を登りつつも,再び若き血潮を愛妻と共に初心に戻って湧か

せてみようというBrowningは,何と雄々しく溌刺としていることか｡~1863年

に出た"RabbiBenEzra'lの初めに彼は

Growoldalong&ithmet

Thebestisyetyobe,

Thelastoflife,forwhichthefirstwasmade:

-OurtimesareinHishand

Whosaith"Awholeiplanned,

`̀Youthshowsbuthalf;trustGod:seeallnorbeafraid!"セo)

と剛健な魂の歌声をあげたが,その火種はここにすでに置かれてあったのか,

と頚かれる｡

XXⅩ速までは2人の個人的な経験を描いているが第四部ⅩXXⅠ-ⅩLVIII連

は結婚前の恋愛の思い出に再び立ちかえり,事実と幻想が交差しつつ語られて

行く｡彼等の愛が青くまかれたのは実際はWimpoleSt.であったが,荊述の

第二部で彼が設定したBagnidiLucca'の辺りに場面を移し回想を展開する｡

BrowningとElizabethが沈黙のうちに歩いて来た道には小鳥が噛り,道には

さまよった鹿が池の水を飲みに来ていた｡自然はいつもの営みを続けながら相

寄る2つの魂の行方を見抜いていたが一切黙して語らなかった｡彼らがあちこ

ち歩いているうちに夕方となり;沈黙が辺りを色濃く閉ざし,2人の間に神秘

的な緊張が静かに流れた (St.XXXII)｡両人は肩を並べ,腕と腕を組み合せ,

頬と頬と寄せて歩いて行る間中,彼はあれこれと自問自答しつつ,自分の胸中

をどう打ち明けようかと心穏やかでなかった｡(St.XXXIII)｡それでも2人は

黙したまま壊れた橋を渡り,美しい教会の寂れたのを惜しみ,壁童の色槌せた
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のに心を傷め,略奪をおそれてか,十字架も祭壇も空っぽになっている中を覗

き込んだりした｡入口の粗末な扉には亡き建築者の名がきざまれていた｡そこ

まで来て二人は先刻来た道に引き返そうとした,その時,

"Ohmoment,oneandinfinite!" St.XXXVII.1.181

｢ああ,1瞬にして無限の時間よ!｣

これが2人の上に訪れた｡谷川の細き流れは木株や石の上を滑り,西空は薄明

るく宵闇が迫って来ていた｡すると忽ち空は灰色に変ってしまい,貴轍榎石の

ような星が1つ輝き始めた｡I.C.DuffinはBrowningは2人の恋人のピンと

張りつめた高潮した心に,宇宙の大精神は無関心ではいられなく,2人のため

に同情を寄せ,行動を起してくれると考えているのだと,いう｡そして更に"

...inBy7uFire-side,speakingofarelationbetweenllimselfandElizabeth,

andarelationbetweenthepowersofnatureandhumanlty,inmomentsof

tension,bothwhichrelationsareunmistakablypartofthe àlトembracing

spiritofthecosmos‥'el)それ故Browningは恋人達に対して神秘的なある力が

加わるのは当然だと考えたに違いない,と言う｡

Wetwostoodtherewithneverathird,

Buteachbyeach,aseachknewwell:

Thesightswesawandthesoundsweheard,

Thelightsandtheshadesmadeupaspell

Tillthetroublegrewandstirred. (St.XXXVIII.)

つまり2人だけしかいないその世界に仔んでいると,森の中の光と蔭が不思

議なある魔力をかもし出した｡2人は互にその気持ちがぴったり通うが如く寄

り添い,聞き耳を立て,辺りを見まわした｡2人の愛する男女が大自然の神秘

的な空間におかれた時の状態とその時に起る心理的影響をBrowningは次の如

く記す｡

Amomentafter,andhandsunseen

Werehangingthenightaroundusfast;
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Butweknewthatabarwasbrokenbetween

Lifeandlife:Weweremixedatlast

lnspiteofthemortalscreen. (St･XLVII･)

1瞬の後,目に見えない神の手により夜の帳が下ろされ,2人は包まれてし

まった｡すると肉体の伽が取り除かれ,2人の魂は1つに融け合った｡即ち

Browningはその瞬間心の惑いを振り棄て,意を決LElizabetllに結婚の申し

込みをした｡それを彼女も直ちに受諾したのであった｡詩人は2人の恋を完成

させたのは森であったと次のように断言する｡

Theforestshaddoneit;theretheystood;

Wecaughtforamomentthepowersatplay.I

Theyhadmingledus50,foronceandgood,､

･Theirworkwasdone- wemightgoorstay,

Theyrelapsedtotheirancientmood. (St･XLVIII.)

森は2人に永遠の心の契りを結ばせ,大任を果したので,いにしえlの静けさ

に戻って行ってしまった｡彼は個々の人間のため,全宇宙が摘理に従って協力

してくれているのに感謝感激し,"Howtheworldismadeforeachofus!''(St.

XLIX)と叫ぶ｡ここまで回想をめぐらして来て,詩人は今傍にいる愛妻の上

に思いを馳せる｡もし自然が与えてくれたあの1瞬時になしたプロポーズを妻

が平然と冷たく受け流したのだったら,自分は心おののき退散してしまっただ

ろう｡そして再び運命に挑戦することはなかったろう｡併し彼は彼女の愛を勝

ち得た｡彼女は惜しみなく､充ちて余りあるやさしい愛情を,全幅の信頼をもっ

て捧げてくれた｡それ故,彼が言うように妻に対する感謝と愛情は絶対最高無

比のものであることはいうまでもないO彼は"Butyousparedmethis,(thisは

despairの意)liketheheartyouare,/Andfilledmy■emptyheartatawold."

(st.XLVI.)と謝す｡ 第五部はSt.XLIX-LIIIで短い｡肌寒い人生の晩秋

に足踏み入れた詩人は,炉辺に夫人と共にしみじみと過去の日々を振り返り,

幸せだったと思う｡そして第51連でその告白を次の如くする｡･
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Iamnamedandknownbythatmoment'sfeat;

Theretookmystationanddegree;

SogrewmyowntSmalllifecomplete,

AsnatllreObtainedllerbestofme-

Oneborntoloveyou,sweet! (St･LI･)

､かの1瞬時があって以来,私の名声は上り,広く世界に知られるようになっ

た｡1人の婦人の愛を勝ち取っ声ことにより自分は1人前の男性として,1人

の人格として完成するに至った｡｢愛するひとよ｡私はあなたを愛するために

生まれて来た｡｣と言い,更に"So,earthhasgainedbyonemanthemore,/

Andthegainofearthmustbeheaven'sgaintoo;"(St.LIII十と誇り高くこの

詩を閉じる｡即ち ｢地球は自分という幸せ者の存在するこのとによって得をし

た｡これ即ち又天の益する所にちがいない｡｣と｡つまり自分という個と,天

と地は互に調和し,関係し合って行くという想いを深くしている｡この詩の中

に鎮められた数々の妻に対する愛の言葉は永遠不滅の宝として残るであろう

が,別の面でこの詩について批判の声もあるので簡単に紹介しておきたい0

JIFotheringhamは `̀BytheFireside"isalittlehardtoread.Itshardness

comesfromitspointOfviewandconstruction,andfromthewayinwhich

storyanddescriptionareworkedinwithanddelaythemaintheme."¢2)と,

～｢炉辺にて｣の難解な理由を指摘してし｢るが,全くそのとおりで,うっかりす

ると,全篇の中にある ｢時｣の流れの方向を見失ってしまいそうになる嫌いが

ある｡更にS.A.Brookeが言うように39連から46速までは全篇と余り関わり

のないような議論をBrowning独特な手法で展開しているため,本筋から離れ

て脇道にそれる悪幣に陥っていることも免れ年いO､そのため愛妻の美点をあげ

る手際の悪さもさることながら,折角高められた愛の追憶も,中断されてしまっ

ている｡Brookeの指摘する所を引用してみよう｡

r"EveninBytheFz'residg,,whenheispraisingthewifewhomheloved

withallhissoul･andrecallingthemomentofearlypassionwhileyetthey
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lookedononeanotherandfelttheirsoulsembracebeforetheyspoke-itis

curioustofindhimdeviatingfromtheintensityoftherecollectionintoa

discussionofwhatmighthavebeenifshehadnotbeenwhatshewas-"¢3)

Browningは愛の詩を多く書いたが,自分個人に関する愛についてはHind

が "Thehappinessofhismarriedlifewastoosacredathingtomadethe

subjectofsongsthatalltheworldread"C4)と言っているように公開すべきもの

でないと考えていた.しかし"OneWordMore"¢5)だけは ｢炉辺にて｣より更

に全く歯に衣を着せず,夫人が彼にとってどんなに大切な貴重な存在であるか

を衷心より吐露している｡それには次のような理由がある｡この詩は前述の如

くMenandWomenのEpilogueとしてLondonに1時帰国した時に書かれ,

Browningが妻に献呈したものであるからである｡ToE.B.B.1855と夫人の

頭文字と年号が題目の下に書かれ,終りにはR.B.と自分の頭文字が記されて

いるのを見ても,全 くpersonalな詩であることがわかる｡これはSonneLs

fromthePortugueseに対するBrowningの応答と見なされている｡Symonsは
1

Browningがこの詩の中に"hasembalmedinimmortalwordstheholiestand

deepestemotionofhisexistence."e6)と賞賛し,合せて夫人のSonneLs集に言

及し,次の如く高く評価している｡"And,justasMrs.Browningneverwrote

anythingmoreperfectthantheSonneb,soBrowninghasneverwrittenany-

thingmoreperfectthantheansweringlyric."帥

Browningは詩の冒頭に誠心溢れる言葉を連ねた｡

Theretheyare,myfiftymenandwomen

Namingmetllefiftypoemsfinished!

Takethem,Love,thebookandmetogether:

Wheretheheartlies,lettllebrainliealso. (St.Ⅰ)

これは有名な詩行で,詩人は妻に50人の男女の人格描写を中心に書きあげた50

貨の詩と,この自分とを受け入れてはしいと願う｡｢Love｣つまり夫人に彼は,
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自分の心に平安を与えてくれるあなたの胸に,自分の頭脳の生み出した詩集を

おいてほしいと言う｡

Berdoeによれば `̀Thededicationishappy,becausehisint占restinmen

andwomenhadbeenquickenedanddeepenedbyhismarriage.Theyhad

studiedhuman naturetogether,andeachpoeticsoulhadreact;duponthe

other."鯛という風にBrowningの珠玉の名詩集は夫人の精神的な影響力にあ

ずかった所が多々あったといえよう｡勿論詩人はそれを感謝している｡だから

Browningはこの愛妻に"somethingofhisbest,Somegiftwhichisnotagift

totheworldbuttothewomanlieloves;"e9)を与えたいと願いこのEpilogue,

`̀onewordMore''を贈ったのである｡Browmingは人は誰しも恋人のため各

その最高のものを贈物として捧げ,敬意を表し,喜ばせたく思う,がその贈物

が世の人々にもうすでに知られているものであれば,それにはもう色々な価値

判断がされ,その値打ちは半減すると考えていた｡SutherlandOrrはBrown-

ingの考えを次の様に要約する｡"Everyartist,hedeclares,longs"Once

andfor"oneonly,''toutterhimselfinalanguagedistinctfromhisart."¢o)

と｡■

そこでRafaelもBrowningと同じ考えのもとに,彼の恋人に100笛のソネッ

ト帆を書きおくった｡その詩集を恋人LaFornarinaはどんな思いで受けたろ

うか｡ともあれ人々は彼の絵画をみたが,彼の真の ｢心｣に触れたのは詩集を

貰った恋人1人だけであったかも知れないとBrowningは羨ましく思う｡

YouandIwouldrattlerreadthatvolume,

(Takentohisbeatingbosombyit)

Leanandlistthebosom-beatsofRafael,

Wollldwenot?" (St.ⅠⅠⅠ)

Browningは妻に,共にRafaelの高鳴る胸に寄り添い,その鼓動に耳を傾

けながらその詩集を読めたらどんなに良いだろうと話 しかける｡しかし

Rafaelの死後友人GuidoReniは詩集を大事に秘蔵していたが,その亡きあと
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それは姿を消して跡形もない｡("suddenly,asrarethingswill,itvanished.")(1.31)

かの詩聖 Danteも美少女 Beatriceのために不慣れな絵筆を取って,天使の

絵を描こうと努力していた｡ところが邪魔者が入って来て,紋に掴みかかろう

としたので描くのをやめてしまった,という｡Browningは妻に又,私達は

Danteの地獄篇 (Inferno)を読むより天使の絵の方が見たいね,と同意を求め

る｡詩人 Danteが愛する少女のため蓋家になろうとしたり,主家である

Rafaelが詩を書こうとするのはなぜだろう｡それは自分自身の卓越した天賦

の才によらない他の分野に挑戦し,1度だけ1人の恋人のため不慣れでも清く

汚れのない,真心を捧げたかったからであるとBrowningは思う｡

大予言者 Mosesがイスラエルの民を導いてエジプトを去る大いなる偉業を

なそうとした時も,無知な群衆の噸笑にあい,彼の天賦の力も地に落された｡

まさに"Heaven'sgifttakesearth'sabatement!"(1･73)とBrowningはいいた

い｡しかし､Mosesは常に群衆の面前では威厳と権威を持ち続け,予言者の

体面を保たねばならなかった｡彼は無知蒙昧な民に仕えるのではなく自分の愛

する1人の女性に仕えることが出来るのならば彼は予言者の殻かう抜け出し,

そのひとのために他人にはわからない純粋な真の自分が示せるものを,と思う｡

彼は己が渇をいやすために胃袋の中に水を貯えていた賂紀が,砂漠の中で渇き

のため1命を落そうとする主人のため,己が胸を裂かれるのをよしとする,そ

の献身的な愛を羨む｡("Hewouldenvyyondumbpatientcamelノ Ⅹeepingare-

serveofscantywater/Meanttosavehisownlifeinthedesert;/Readyinthedesert

todeliver/(Kneelingdowntolethisbreastbeopened)/Hoardandlifetogether

forhismistress."ll.1031108).Browning夫妻はこの偉大な予言者の苦衷を慮

る｡

恋人のためRafaelが詩を書き.Danteが絵筆を取ったようにBrowningも

妻のため詩以外の何かを捧げたく思うが,それ以外の才を持ち合わせていない

ので詩作による以外に道はない,と次のように謙虚に告白する｡

Ishallnever,intheyearsremaining,
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PaintyouplCtureS,nO,norCarveyouStatues,

Makeyoumusicthatshouldall-expressme;

Soitseemes:Istandonmyattainment.

Thisofversealone,onelifeallowsme;

VerseandnothingelsehaveItogiveyou. (St.XII,ll.109-114)

そして彼はすぐに妻に"Taketheselines,looklovinglyandnearly,/LinesI

writethefirsttimeandthelasttime."(ll.119-120)と弁明する｡即ち彼は

今彼が妻に捧げている詩集MenAndWomenは大体登場人物によるdramatic

monologue形式になっているのに反し,このEpilogueだけは詩人自身の口か

ら真心と愛をもって直接妻に話しかける形式になっている｡又詩型にしてもこ

の詩の場合以外には彼の用いない1世1代の不慣れな5stresstrochaic無韻詩

という型を採用しているから,よく見てほしいと頼む｡

Duffinはこの抜詩を2つの部分に分ける｡即ちSt,ⅩⅠVの中で"Letme

speakthisonceinmytrueperson,/NotasLippo,RolandorAndrea,/

Though theEmitofspeechbejustthissentence:Prayyou,lookonthesemy

menandwomen,/Takeandkeepmyfiftypoemsfinished;…"という内容の

所までが前半で,それに続く月のimageの部分は後半部に属す,と指摘して,

筆者が先に引用してあるSt.XII以外について次の如く評している"ithink

theearlierpartwhichembodiesthe'spceialart'themeisonlowerlevel.The

ideaisacharmingone,butitsworkingoutis̀amphibious'."¢カと｡併し後

半分については彼は `̀ThesectionsXV-ⅩVIIIthatworkoutthismoon-fi_

gurearesupremelybeautiful,"と賞賛している｡彼は更に後半部は前半分の

足りない所を補って余りある程完壁である｡だから読者は満足感を持ってこの

詩をよむ,と言っているO("…theutterperfectionoLthesecondpartwipesoutall

impressionofearlierimperfectionandleavesthereadersatifiedandhappy.")的

Bro㌣ningはふとロンドンの窓辺より街の家並の上を渡り行く月の姿に目を

留め,夫人の注意をそれにむける｡`̀Lo,themoon'sself!''(1.144)とO彼ら
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はこの間Florenceを去る暗,新月を眺めたが今Londonでみる月は輝きを失

い鈍い姿になってしまい同じでない｡このように月にも異なった面があること

を二人は静かにみとめる｡それからBrowningは月にまつわる話を思い出して

話す｡もし月の女神が地上の青年を恋したならば彼女はherdsman,huntsman,

steersman等々が誰れ1人として見たことのない月の片側の面をその青年に見

せるであろう｡("."forifthatmooncouldloveamortal./Use,tocharmhim…./

Allhermagic.../Shewouldturnanewsidetohermortal,/Sideunseenofherds･

mad,huntsman,steersman-")St.XVI.又その面がいかなるものであったか/そ

れは他人には塁り知るよしもない秘密に属する世界であった｡それは恐しいも

の,或いは美しいもの,それとも不吉なもの,もしくは最高の神の姿を目のあ

たりにみるが如きものであったのかその青年以外には誰も知らない｡"What

wereseen?Noneknows,noneevershallknow./Onlythisissure-thesight

were'other;/Notthemoon'ssameside,"丁度Florenceで見た月とLondon

で見た月が異なるように｡同様に神の造り給いし貧しき我々人間にも2つの面

があたえられている｡1つは,世の人々に見せるための面/もう1つは愛する

人にのみみせたい面である｡神に感謝の外はない｡("G｡db｡thanked,the

meanestofhiscreatures/Boaststwosoul-sides,onetofacetheworld心ith,/Orle

toshowawomanwhenhelove;her!'')St.XVII.だからRaphaelもDanteも

Mo岳esも他人にみせる1つの面と,他の証にも見せない.最愛なる人にa)み

捧げるための面を持って,それに心を傾けたのであった｡･

･そこまで話して一いるうちにBrowningは自分のことばかり話しているのに気

づき妻の方に向き直る｡以下のSt.XVIIIは-"OneWordMore''の中の白眉で

あるとの呼び声が高い｡愛するひとよ! 私は自分のことばかり言って来たが,

これはあなたにも当てはまることです｡多くの詩人達が仰ぎみる私の月であ◆る

あなたよ! 彼らはあなたが世間に見せるあなたの半分しかみていないので

す｡世の人々はあなたを見て,あなたの詩を読んで,あなたを崇め,̀理解して

いると思い込んでいる｡それで私も彼等と一緒になって,あなたを称えた｡併
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し私は言葉に出さずに心中静かに賛辞を送るべきだと考えている｡それでも一

番良い方法は彼らから離れて,忍び出で,輝やかしい面から去り,裏面の微か

な心もとなさそうな光の中に1,2歩出て行くことである｡そして夢想さえも

しなかった,見たこともない静かな銀色の明暗の世界に直面する｡･それは私以

外の誰もが見たことのないあなたの1面である｡そんな時は感激と感謝で,臥

はひたすら無言のうちに己の幸を思う｡詩のclimaxであるXVⅠⅠⅠ連の大意は

大体以上の如くであるが,その原詩を次に引用しておく｡

ThisIsayofme,butthinkoLyou,Love!

Thistoyou-yourselfmymoonofpoets!

Ah,butthat'Stheworld'sside,there'Sthewonder,

Thustheyseeyou,praiseyou,thinktheyknowyou!

There,inturnIstand心iththemandpraiseyou- -

Outofmyownself,IdaretophrAseit.

'Butthebestiswhenlglidefromoutthem,

Crossasteportwoofdubioustwilight,

Comeoutontheotherside,tilenovel

Silentsilverlightsanddarksundreamedof,

WhereIhushandbles岳myselfwithsilence. (St･XVIII.)

かくしてBrowningにとって月は妻のシンボルであるが,その愛妻が女流詩

人としての公的な面を見せてくれたのみか,誰れにも見せなふった優しい献身

的な愛情の溢れた妻としての面を披渡してくれていることに,神の恩寵を恭な

く思う｡Browningも本来の自分以外の純粋な自分のものを,妻に捧げたいと

思い,独特の手法をこらしてこの-告の詩を書いた｡それ故これを妻に受けて

ほしいと願うのは当然であろう｡Browningは当時きっと,良き妻は神が与え

給うた最高の賜物と,感謝の日々を送っていたに違いないと思う｡以上で

Browning夫妻の間で捧げ合っていた愛の言葉の稿は終るが,筆者はBrown-

ingにならって ｢もう一言｣onewordmoreを加えて結論にしたい｡
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"ProSpice"叫はBrowning夫人が亡くなった1861年の秋に書かれたBrown-

ingの傑作である｡これはラテン語の"lookforward"っまり ｢前方を望め｣と

いう意味である.この詩は我々すべての人間に与えられてし.1る死,に向かって

の勇敢な挑戦状である｡彼が恐ろしい死との決戦をものともしないのは,戦が

終れば,その嵐の後I与は平和の光が前方に見え,永遠なる世界に人や÷とが許

されると,確信していたからである｡彼は力強くその信念の程を次の如くうた

う｡

"･･･first早peaCeOutOfpain,

Thenalight,thenthybreast,

Othousoulofmysoul!Ishallclasptheeagal.A,

AndwithGodbetherest!的

何と素晴らしい心境であろうか｡まさにBrowTlingの面目が躍如としている

結語といえよう｡S.Orrはこの詩について"Wecannotdoubtthatthispoem,

likethepreceding("OnewordMore"を指す)camefromthedepthsofthe

poet'sownheart."紬というように,前の詩と同様に詩人の誠心から溢れ出た

亡き夫人への追慕の情をそのまま伝えたものと考えてよいノ｡披は自分の死に思

いを致す時,死を通してこそ夫人との再会が可能であると確心していたのでお

それることはなかったo夫人も又前述のSonneLsfromthePortugrseの中で"I

shallbutlovetheebetterafterdeath"_(詩43)(｢死んで後までもなお一層深く愛し

続けます｡｣)と誓っている｡,この世に存命中は勿論a)与と死して後までも,そ

の愛を貫き,信じ,高め,強めて行くこと季誓い合えた2人の純愛は,､後世ま

でら語り伝えられることは当然であると思われる｡
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